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   Tsumura Chorei-to or Tsumura Chorei-to-go-shimotsu-to, was administered to 71 female pa-
tients with urethral syndrome 2.5 g three times a day for four weeks. Total efficacy rate of Tsumura 
Chorei-to in 34 cases was 71%. Tsumura Chorei-to was effective against pollakisuria, miction pain 
or discomfort, sense of residual urine and lower abdominal discomfort. Total efficacy rate of 
Tsumura Chorei-to-go-shimotsu-to in 37 cases was 57%. Tsumura Chorei-to-go-shimotsu-to was 
effective against dysuria, sense of residual urine and lower abdominal discomfort. Uutoward 
effect rates of Tsumura Chorei-to and Tsumura Chorei-to-go-shimotsu-to were 6% and 14%, respec-
tively. Many of the untoward effects of these two drugs were epigastral discomfort. These two 
drugs are thought to be effective on patients with urethral syndrome. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 731-735, 1992) 
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緒 言

泌尿器科外来 では 尿検査所見 は 正常で も,排 尿困

難,頻 尿,残 尿感,下 腹部や会陰部の不快 感な どの下

部尿路不定愁訴 のあ る患者を しば しば経験す る.こ の

ような患者 の多 くは中年以降の女性 で,膀 胱鏡検査を

行 うと膀胱三角部か ら膀胱頸部にかけて炎症所見を認

め,膀 胱超音波検査では膀 胱頸部周囲の膀胱粘膜下に

浮腫に よる低 エコー帯の拡 大があ り,膀 胱三角部炎の

状態にある1・2).膀胱三角部炎は慢性膀胱炎 の範 中 に

入ると考え られ るが,欧 米では尿道症候群(urethral

syndrome)3)と いわれ,し ば しば 抗菌 剤,抗 炎症剤な

どの一般 の膀胱炎治療に抵抗 し,ま た再 発 しやす い.

しか し,こ の よ うな下部尿路不定愁訴に対 して,近 年

は漢方薬が用 いられ るよ うにな り,優 れ た有効率 が示

されている4-8).著 老 らは今回,漢 方療 法へ の 入門 と

いう意味で このいわゆ る尿道症候群の女性 を対象 と し

て ツムラ猪苓 湯とツムラ猪苓湯合四物湯を投与 し,そ

れぞれの効果 を検討 したので報告する.

対 象 と 方 法

対象は当科外来お よび公立角館総合病院泌尿器科外

来を受診 した下部尿路不定愁訴 の あ る女性患老 の う

ち,尿 沈渣 で自血球数が毎視野5個 以下 で,経 腹 壁的

膀胱超 音波検査で膀胱頸部周囲の膀胱粘膜下に低エ コ

ー帯の拡大が あ り,尿 道症候群 と診断 した 刀例 で あ

る.

薬剤は ツムラ猪苓湯(以 下,猪 苓湯)と ツムラ猪苓

湯合四物 湯(以 下,猪 苓湯合四物湯)を 用 い,い ずれ

も1回2,5g,lEl3回 投与 した.薬 剤の選択 は 「証」

に無関係に行ったが,薬 剤性 胃炎 の既往があった 例に

は猪苓湯合 四物湯は投与 しなか った.い ずれ も薬剤 も

食間に投与 し,胃 腸障害が出現 した場合には食後に内

服す るよ うに指示 し,副 作用が出現 しないかぎ り最低
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4週 間連続投与 した.対 象 の内訳は猪苓湯投与例が34

例で年齢は34～80歳(平 均54歳),猪 苓湯合四物 湯が37

例 で28～81歳(平 均50歳)で あった,罹 病期間は猪苓

湯投与 例が1週 か ら19年(平 均4.5年),猪 苓湯合四物

湯投与例が3週 か ら18年(平 均5年)で あった.す で

に下 部尿路不定愁訴 に対 して薬剤が投与 されてい る例

が35例 いたが,既 存薬剤 の効果は不十分 で,14例 では

既存 薬剤を中止 し,21例 では今回の漢方薬 と既 存薬剤

を併用投与 した.併 用 した既存薬剤 としては抗菌剤,

抗炎症 剤,頻 尿治療 剤とマーゲン ミッテルがあ った.

評価 は投与開始か ら4週 目に行い,薬 剤毎に各訴 え

別の改善度,既 存 薬剤 の併用の有無別 の改善度,総 合

改善 度,慨 括安全度 と有用度に分けて評価 した。改善

度の 評価 は 患者 の 印象 か ら 「著明改善」,「中等度改

善」,「軽度改善」,「不変」,「悪化」 の5段 階 とした.

概括 安全度は 「副作用 な し」,「軽 い副作用がある」が

投与時間 の変更で投与 の継続可能,「中止を要 する」副

作用 があるの3段 階 とした.有 用 度は 「極めて有用」,

「有用」,「やや有用」,「有用 とは思 えない」,「好 まし

くない」 の5段 階 とした。統計学的検討には カイニ乗

検定 を用いた.

結 果

1猪 苓湯

尿道症候群に対す る猪苓湯投与 の改善 度を項 目別に

Tablelに 示 した.総 合 改善度 は 「中等度 改善」以上

が24例(71%),「 軽度改善」 以上 が30例(88%)で あ

った.訴 え別で 「中等 度改善」以上が半数を越えたの

は頻尿,排 尿時痛または不快感 残尿感 と下腹部不快

感であ った.「 悪化」 は頻尿 の 増悪を認め た1例 であ

った.下 部尿路に関す る訴 えに加 えて下肢のむ くみ感

を訴 えた1例 がいたが,猪 苓湯投与 後にむ くみ感は消

失 した.既 存 薬剤 と猪苓 湯の併用 例で 「中等度改善」

以上はll例 中6例(55%)で あ り,併 用薬 のない単独投

与例の 「中等度改善」以上は23例 中18例(78%)で あ

ったが,併 用薬 の有無で は 改善度に 有意差は なか っ

た.概 括安 全度は 「副作用 なし」 が32例(94%)で,

投与の 「中止 を要す る」副作用があ ったのは2例(6

%)で あ り,い ず れ も 胃部不快感 で あ った(Tab韮e

3).有 用 度 は 「有 用」以 上 が23例(68%),「 や や 有

用」以上が28例(82%)で あ った(Table4).「 好 ま

しくない」 の3例(9%o)は 頻尿が 「悪化」 した1例

TableLツ ム ラ猪苓湯の項 目別改善度 と総合改善 度

項 目 著明改善 中等度改善 軽度改善 不 変 悪 化 合 計

頻 尿

尿意切迫感

排 尿 困 難

排尿時痛または不快感

残 尿 感

下腹部不快感

会陰部不快感

7(44%)4(25%)

0(0%)0(0%)

0(0%)2(40%)

2(20%)5(50%)

9(64%)1(7%)

11(58%)4(2且%)

0(0%)0(0%)

1(6%)3(19%)1(6%)

0(0%)0(0%)0(0%)

2(40%)1(20%)0(0%)

2(20%)1(且0%)0(0%)

2(置4%)2(14%)0(0%)

3(i6%)1(5%)0(0%)

1(100%)0(0%)0(0%)

16(豊00%)

0(0%)

5(100%)

10(ioO%)

14(99%)

19(ioO%)

1(loo%)

併用薬あり

併用薬なし

2(豊8%)4-(36%)3(27%)2(18%)0(0%)ヨ1(99%)

11(48%)7(30%)3(塾3%)且(4%)1(4%)23(99%)

総合改善度 }3(38%)U(32%)6(18%)3(9%)1(3%)34(監00%)

Table2・ ツムラ猪苓湯合四物湯の項 目別改善度 と総合改善度

項 目 著明改善 中等度改善 軽度改善 不 変 悪 化 合 計

頻 尿

尿意切迫感

排 尿 困 難

排尿時痛または不快感

残 尿 感

下腹部不快感

会陰部不快感

】(6%)

1(100%)

2(29%)

1(8%)

5(22%)

9(60%)

0(0%)

2(13%)

0(0%)

4(57%)

4(33%)

7(30%)

3(20%)

0(0%)

4(25%)8(50%)監(6%)

0(0%)0(0%)0(0%)

0(0%)1(14%)0(0%)

2(ユ7%)5(42%)0(0%)

5(22%)6(26%)0(0%)

3(20%)0(0%)0(0%)

0(0%)0(0%)0(0%)

16(100%)

1(100%)

7(100%)

12(100%)

23(100%)

15(100%)

0(0%)

併用薬あり

併用薬なし

4(40%)5(50%)0(0%)1(10%)0(0%)10(100%)

6(22%)6(22%>7(26%)8(30%)0(0%)27(100%)

総合改善度 10(27%)11(30%)7(19%)9(24%)0(0%)37(100%)
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と副作用のあ った2例 であった、

乞 猪苓湯合四物湯

猪苓湯合四物湯投与 の 改善度を 顧 目別 にTable2

に示 した。 総合改善 度 は 「中等 度改善」以上 が21例

(57%),「 軽度敬善」 以上が28例(76%)で あ った.

訴え別 で 「中等度改善」 以上が半数を越えたのは排 尿

函難,残 尿感 と峯腹 部不快感 で,尿 意勢迫 感 も1侮 の

みであったが 「著明改善」 であった.頻 尿が 「悪 化」

した1例 がいたが,こ の例は残尿感 と下腹 部不快感 が

ギ軽度敬善」で,患 者 の印象 としては 「不変 」であっ

た.下 部尿路に関す る'訴えに加 えて顔面のむ くみ感 を

訴えた 垂鶴がいたが,錯 苓湯会霞物湯投与 後にむ くみ

感は消失 した.既 存薬剤 と猪苓湯合四物湯の併用例 で

「中等度改善」以上は10例 中9例(90%)で あ り,併

罵薬のない単独投 与翻 の ヂ中等度教善≦以上は27綴 中

12例(44%)で,併 用薬があ った方が有意(p〈0.05)

塗こ改善力弐高力、った.概 括安全度きま ヂ謹馨{乍罵 な し一1カ…32

例(86.5%)で あ った(Table3).副 作用が あった の

は5例(13.5%)で,そ の うち 「軽い副作用があ る」

藻投与跨悶の変葵 で投与の継続 可能が1鍛(3駕)あ

り,胃 部不快感 であった.投 与の 「中 止を要す る」副

作用があ ったのは4例(ll%)で,鐸 部不快感が 量例,

胃部不快感 と下痢がi例,食 欲低下 が1例 と下腹部膨

満感が1例 で あった.有 用 度 は 「衡用」 以上が20例

(54%),「 やや 有用」 以上 が26例(70%)で あ っ た

(Table4).「 好 ましくない」 の4縄Gl傷)は 投与の

「中止を要す る」副作用のあ った4例 であ った.

注 猪苓湯 と猪苓湯合霞物 湯の姥較

「中等度改善」以上の総合改善度,副 作用 の有無 と

「有用」以上の有用度に関 しては,猪 苓湯 と猪苓湯合

西物湯の問に有意な差はなか った.

考 察

近年,尿 道症侯群,慢 慢膀胱 炎や慢性前立腺炎に伴
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う下部尿路不幾愁訴に鰐 して漢方薬が有効であるとの

報告がい くつかある,下 部尿路不驚愁訴を もつこの よ

な疾愚 の患者 に対 し,猪 苓 湯 と猪苓湯合四物湯を含む

5種 類 の漢方 薬を使い分け た大規7)は,症 状を 軽快,

不変,悪 化の3段 階に評価 し75例中53例(71%)の 患

者で軽快 したと報告 している.ま た,慢 性蔚立腺炎 と

前立腺炎様症傑群の 患者143例 に6種 類の 漢方薬を使

い分けた池内9)はそれぞれ67%と52%の 有効率を えて

い る.石 橋と三木5)も下部 尿路不驚愁訴があ り,多 く

は虚謹で胃務障害を有する患者蓋8働に清心蕊子飲 を投

与 し,80%以 上の有効例をみている.こ れ らの報告で

は漢方療法の 晦 」に よoて 漢方薬を選択 して い る

が,「証」に無関係に投 与 した 報儀 で も,和 志田 らの

は下部尿路不驚愁訴 のある患者44例 に猪苓湯を投与 し,

著効,有 麹,無 効の3段 階評鰹で89%以M:に 有勅 と

う結粟 をえてい る.堀 井 と前川8)も同様の患春30例 に

務苓湯を設 与 し,有 効以上が2§%,や や有効以上が76

%の 結果 をえてお り,猪 苓湯合四物湯を投 与 した5例

では有効 以上が2例,や や有効以下が4例 であった と

報告 している.ま た,大 撰7}は漫嫉務既炎や慢魅蕪立

腺炎な どによる下部尿路不定愁訴 をもつ患者 に,猪 苓

湯,獲 苓 湯合賜物湯 とブラセボを投与 し,有 爆以上が

それぞれ36%,45%oと26%で,や や有用以上 ではそれ

ぞれ75%,73%と51%で あ り,猪 苓湯 と猪苓湯合四物

湯はヅ ラセボに比べ て有意差をもつ治療効果があ った

としている.こ の ように,西 洋薬で十分な効果がえ ら

れ ないことの多い疾患に対 して,漢 方薬はかな りの有

効性を発揮 している.し か し,「証」な どの爾洋薬にな

い独牲 の概念を理解 していなければ漢方薬を使いこな

せ ないのでは とい う不安感がある,そ こで今回,漢 方

療法への入醒 とい う意殊 で,駿 」に 灘孫な く下部尿

路不定愁訴に 用いて も有効率 が 高 い と され る猪苓

湯4・?・8)と猛苓 湯会霞物湯?・S>を厭遂症綾群に投与 し て

みたが,い ずれ も優れた有効性 であ った.

「r
a慧e3、 薬 叢 溺 の 概 揺安 全 獲

薬 趨i認 作稽な し
軽度の副作用が
あるが縫績可能 轟縞 嘉 象 合 激

ッムラ猪苓湯32(94%)

ツムラ猪 苓湯合四物湯32(84%)

0(0%)

1(3%)

2(6%>34(100%)

4(11%)37(100%)

Table4.薬 剤 別 の有 用 度

薬 撰 極あて有罵 有 罵 やや有穆 艦 瞑 三しく 合 糞圭

ツ ム ラ猪 苓 湯12(35%)]1(32%)5(15%)3(9%)3(9%)34(10⑪%)

ッム ラ猪 苓 湯 合 四 物 湯10(27%)10(27%)6(16%)7(19%)4(11%)37(100%)
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猪 苓湯は チ ョレイ(猪 苓),タ クシャ(沢 潟),ブ ク

リーウ(秩 苓),カ ッセキ(滑 石),ア キ,ウ(阿 膠)の

5種 類の利尿作用や鎮静作用 などを有する生薬か らな

るが,猪 苓 湯合四物湯の内容に四物湯の内容のジオウ

(地黄),シ ャクヤク(有 薬),セ ンキュウ(川 菖)と

トウキ(当 帰)の 血液凝固抑制作胤 末梢1血管拡張作

用,抗 炎症作用や鎮痙鎮痛作用 などを有する生薬を加

えた ものである10・1D.猪苓湯 と猪苓湯湯合四物 湯は と

もに尿路の炎症症状に対 して用い られ るが,猪 苓 湯は

急性や慢性の炎症に広 く用 い られ,猪 苓湯合四物湯は

症状が慢性化 した り,反 復 して起 こる場 合に効果的で,

しば しば冷え症 のあるものに よいとされている12).

今 回の検討では猪苓湯投与例の 「中等度改善」以上

が71%aで,訴 え別では頻尿,排 尿時痛 または不快感,

残尿感 と下腹部不快感で改善度が高か ったが,排 尿困

難の改善度は低か った.し か し,同 じく猪苓湯を投与

して訴 え別に効果 を検討 してい る堀井 と前川8)に よる

といずれ の訴 えに対 しても猪苓湯は有効率が高 く,排

尿園難 に対 して も80%の 有効率をえている.こ の差は

排尿困難 を訴え る症 例数が 今回 の検討 で は5例 であ

り,堀 井 と前川8)の場 合 もIO例 と少なか ったため で あ

ろ う,猪 苓湯合四物 湯では 「中等度改善」以上が57%

であ り,猪 苓湯の改善度 より劣 っていた.訴 え別では

残尿感 と下腹部不快 感で改善度が高 く,ま た猪苓湯で

改善度の低か った排 尿困難 の改善度 も良好 であ った,

猪苓湯合四物湯は猪苓湯に四物湯が加わ り,猪 苓湯 よ

り抗炎症作用が強い とされ てい るが!2).猪 苓湯で有効

であ った排尿時痛 または不快感や頻尿に対 して猪苓湯

合四物湯は効果的ではなか った.こ の理由と しては,

訴え別の症例 数が少ない こともあるが,猪 苓湯に ない

四物湯の 「証」の規定が猪苓湯合四物湯に加わ ってい

ても,「証」 に関係な く投与 したためか も知 れない.

猪苓湯投 与例と猪苓湯合四物 湯投与例のなかには頻

尿が悪化 した例がそれぞれ1例 いたが,こ れは猪苓湯

の利尿作用の現れ と考え られる。 また,同 じく猪苓湯

投与例 と猪苓湯合匹1物湯投与例 にそれぞれ1例 ず つむ

くみ感のあ った例が お り,2例 ともむ くみ感は消 失 し

たが,こ れ も猪苓 湯の利尿作用 の現れ と考え られる.

抗菌 剤 や抗炎症剤 と漢 方薬の併 用に関 しては,池

内9)が 慢性前立腺炎 に対す る漢方 薬と抗菌剤や抗炎症

剤 との併用が漢方 薬単独投与 よ りも有効率が高 く,薬

剤別では猪苓湯の併用例に比べて四物 湯の併用例で有

効率が高 いことを報告 している.今 回の検討で も既存

薬剤 との併用で,猪 苓湯合四物湯の併用例では非併用

例 よ り改善度が有意に高 く,四 物湯の成分は抗菌剤や

抗炎症剤 と併用す ることでよ り効果的の ようである.

副作用 に関 しては猪苓湯では1例 に頻尿の悪化,1

例に 胃部不快感があ ったが,猪 苓湯合四物湯では薬剤

性 胃炎の既往 のあ る例を除外 したに もかかわ らず5例

(14%)に 副作用があ り,そ の うち3例 が 胃部不快感

であ った.堀 井 と前川8)も 猪苓湯 で は 副作用 の あ っ

た例はいなか ったが,猪 苓湯合四物湯では5例 中2例

(40%)に 胃部不快感が あった と報告 している.こ の

差 も猪 苓湯には特定 の 「証」はないが,猪 苓湯合四物

湯のなかの四物湯は腹力弱で心窩部に振水音 を認め る

ものには用 いないほ うが よい とされているものの,こ

の よ うな 「証」に関係な く投与 したためであろ う.

今回の検討 か ら猪 苓湯 と猪苓湯合四物湯はいずれ も

尿道症候群に有効 であったが,こ れ ら2剤 を使い分け

るにあた っては,猪 苓湯の方が副作用が少ないため使

いやす く,漢 方療 法の初心者には第一選択薬 とな りう

る.し か し,尿 道症候群で も胃腸障害の既往がな く,

腹力が弱 くな くて冷 え症が ある例には猪苓湯合四物湯

が適当の ようである.漢 方療法は経験の積み重 ねか ら

な り,漢 方 薬の選択 にあた っては比較的 「証」 に関係

な く使用で きる漢方薬か ら投与 して,漢 方療法 の概念

を学んでい くべ きと考 えられ る.

結 語

下部尿路不 定愁訴 のある尿道症候群の女性患者71例

に対 し,猪 苓湯 また は 猪苓湯合四物 湯 を4週 間投与

し,そ れ らの効果 を検討 した.

L猪 苓湯投与 の34例 では 「中等度改善」以上が24例

(71%),「 軽度改善」以上が30例(88%)で あ り,訴

え別 で 「中等度改善」以上 が半数を越えたのは頻 尿,

排 尿時痛 または不快 感,残 尿感 と下腹部不快感であっ

た.

2.既 存薬剤 と猪 苓湯の併用例で 「中等度改善」 以上

はll例 中6例(55%)で あ り,併 用薬 のない単独投与

例の 「中等度 改善」以上は23例 中18例(78%)で あっ

た.

3.猪 苓湯合四物 湯投与 の37例 では 「中等度改善」以

が21例(57%),「 軽度改善」 以上 が28例(76%)で

あ り,訴 え別で 「中等度改善」以上が半数を越えたの

は排尿困難,残 尿感 と下腹部不快 感であ った.

4.既 存薬剤 と猪苓湯合四物湯の併用例 で 「中等度改

善」以上は10例 中9例(90%)で あ り,併 用薬 のない

単独投与例の 「中等 度敬善」以上は27例 中12例(44%)

で,併 用薬のあ った方 が 有意(p<O.05)に 改善度が

高か った.

5.副 作用 があった のは 猪苓湯で2例(6%),猪 苓

湯合四物湯では5例(14%)で あ り,そ の多 くが胃部



菅谷,ほ か:猪 苓湯 ・猪苓湯合四物湯

不快感であった.

6.有 用度 は猪苓湯で 「有用」以上 が23例(68%),

「やや有用 」以上は28例(82%)で あ り,猪 苓湯合四

物湯では 「有用」 以上が20例(54%),「 やや有用」 以

上が26例(70%)で あった.
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